
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 312 

令和５年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅲ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「美術３」 （光村図書出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

12 年次の経験をもとに、より深い表現を学びたいと希望する生徒がこの科目を選択しています。

作品のサイズが大きくなり、使用する道具も 12 年次とは違って複雑になります。専門性の高い課

題に挑戦します。 

 

２ 学習の到達目標 

美術の創造的な諸活動を通して、美的感覚を豊かにし、生涯にわたり美術を愛好する心情と美術文

化を尊重する態度を育てるとともに、感性と美意識を磨き、個性豊かな美術の能力を高める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の喜

びを味わい、多様な表

現方法や美術文化に

関心を持ち、主体的に

表現や鑑賞の創造活

動に取り組もうとす

る。 

感性や想像力を働か

せて、感じ取ったこと

や考えたこと、目的や

機能、美しさなどから

主題を生成し、創造的

な表現の構想を練っ

ている。 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技能を身に付け、表

現方法を工夫してい

る。 

美術作品などの表現

の工夫や美術文化な

どを理解し、そのよ

さや美しさを創造的

に味わっている。 

評
価
方
法 

・制作の様子 

・アイデアスケッチ 

・練習ブリント 

・アイデアスケッチ 

・練習プリント 

・制作途中の作品 

・作品 

・制作の様子 

・制作途中の作品 

・作品 

・作品の制作レポー

ト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 



 

※令和３年度以前入学生用 

１
学
期 

そ
っ
く
り
石
を
つ
く
ろ
う
、
繰
り
返
さ
れ
る
形 

●オリエンテーション 

・美術室の使い方や評価 

方法についての確認 

・授業ルールについての確認 

●そっくり石をつくろう 

・張子 

●繰り返される形 

・立体デザイン 

●鑑賞 

・教科書、映像作品等より 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

a:題材の意図を理解し、意欲的 

に取り組んでいる。 

a: パターンを理解し、半立体

的な画面を制作することに 

興味を持っている。(繰り返

される形) 

b: 自然の中にある色を観察し

近い色での着彩を計画的に 

実現している。(そっくり石 

をつくろう) 

b:美しい立体模様で、オリジ 

ナリティのある画面の制作 

を実現している。(繰り返さ 

れる形) 

c:張子の技法を理解し、耐久性

のある作品制作ができる。 

 (そっくり石をつくろう) 

c:正確に切り目を入れ、統一 

感のある画面を制作しよう 

としている。(繰り返される 

形) 

d: 自分や他者の作品を鑑賞 

することで、作品の意図を 

読み解き、味わうことが 

できる。 

・授業態度 

・作品 

・制作 

レポート 

・鑑賞 

 レポート 

２
学
期 

有
名
人
を
描
こ
う 

●有名人を描こう 

・拡大模写 

・着彩による明暗分解 

・レタリング 

●鑑賞 

・教科書、映像作品等より 

 

 

〇 〇 〇  

 

 

 

○ 

a:題材の意図を理解し、意欲的 

に取り組んでいる。 

b: 色の濃度や色味を意識しな 

がら、立体的な表現を実現 

しようとしている。 

c: 水彩絵の具の特性を理解し

ながら美しく着色している。 

d: 自分や他者の作品を鑑賞 

することで、作品の意図を 

読み解き、味わおうと 

している。 

・授業態度 

・練習 

プリント 

・作品 

・制作 

 レポート 

・鑑賞 

 レポート 



 

※令和３年度以前入学生用 

３
学
期 

水
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
切
り
絵 

●水をイメージした切り絵 

・切り絵 

●鑑賞 

・教科書、映像作品等より 

 

 

〇 〇 〇  

 

○ 

a: 題材の意図を理解し、意欲

的に取り組んでいる。 

b:白と黒のコントラストを 

 利用し、水のイメージを 

 明確に表現しようとしてい

る。 

c: 線は流れるような曲線を 

 保ち、途切れることなく 

綺麗な切り目が入って 

いる。 

d: 自分や他者の作品を鑑賞 

することで、作品の意図を 

読み解き、味わおうと 

している。 

・授業態度 

・練習 

 プリント 

・作品 

・制作 

 レポート 

・鑑賞 

 レポート 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


